
ふくしま共創チームの意見を踏まえた事業構築

ひと・
暮らし

しごと

人の
流れ

若者に届く
情報発信

就業体験等の
機会創出

誰もが働きやすい
職場づくり

教育現場と地域との
つながりづくり

ふくしまとのつながりづくり

分かりやすい情報発信

魅力的な企業、知りたい情報が学生・若者に伝わっていない

学生向けに長めのインターンなどがあるとよい

若手でも挑戦できる雰囲気がある会社・風土は魅力的

子どもの頃に福島の魅力を知る経験が大事

働く大人の顔が見えること、地域の企業を知ることは大切

児童・生徒が地域のことを学び、発表する機会があると良い

スポーツなどでみんなで一緒に盛り上がりたい
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他地域の人の受入・交流が新しい関わり方や地元愛につながる

行政のHPや発信は難しい。伝わっていない。時代に遅れている

育休や有休など制度を実際に使えるか。上司や職場の理解が大切

● 『感働！ふくしま』プロジェクト
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就職マッチング事業
魅力ある

職場づくり事業

●  探究的な学び推進関連事業 ※関連事業を統合して掲載

●  未来へつなぐ猪苗代湖交流学習推進事業

●  ふくしまプロスポーツ地域活力創出事業

従業員の健康面を意識しサポートする企業に魅力を感じる

● ふくしま関係人口拡大・深化プロジェクト

●  県公式Webサイト再構築事業

ＷＴの主な意見 事業の方向性 主な事業

●  ふくしま健活推進プロジェクト
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○ 2025年7月、オール福島で「連携・共創」し人口減少対策に取り組むため、あらゆる主体の連携基盤「ふくしま共創チーム」を設立。
○ 9月から県内3地域(浜通り・中通り・会津)で、学生や企業・団体、市町村で構成する「ワーキングチーム」の活動を実施。
○ 各地域で2回（計6回）、延162名が参加し、「魅力的な働き方」「地域愛着形成」をテーマに、企業訪問やワークショップを通して、
「若者の視点」も大切にしながら本県の人口減少対策に必要なことを議論。

○ チームの意見を踏まえたR8事業を構築。今後もチームの輪を広げ、ふくしまの未来を共に考え、共に創っていく。
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